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Ⅰ. 緒言
1965年に創刊された日本総合愛育所紀要に1974年「育児
不安」をテーマにした実践報告１）が初めて掲載されてから
「育児不安」の要因についてもこれまでにいくつかの研究
がおこなわれている。戦後の混乱期を経た1974年は経済発
展に伴う都市化，核家族化の中で従来，家事・育児は女性
の役割とされてきた母親の育児環境について社会の関心
が向けられた２）。さらに近年，女性の高学歴化と社会進出
によって，仕事を持ちながら子育てをしている母親の増加
さらには，地域の希薄な人間関係から育児の協力者や相談
相手も少なく子どもが育つ環境そのものの脆弱性など母
子を取り巻く環境は変化している。
2002年に策定された「健やか親子21」の4つある主要課題
の1つに「育児不安の軽減」があげられた。この課題に対し
て2010年の中間評価では4人に１人の母親が「子育てに自
信がもてない」状況にあり３），最終評価からの次期計画に
向けて，子どもの成長を支える地域の支援体制づくりと育
てにくさを感じる親に寄り添う支援が課題にあがってい
た４）ので，子育て支援は少子化対策の中でも多く行われて
いるが育児不安は減少していない状況にあるといえる。さ
らに，現代の母親は出産前に乳幼児と触れ合う機会が少な
く，育児能力を獲得しないまま出産後，育児を初めて行う
母親が多く５）母親の育児不安を助長することになる。そし
て，3歳未満の子どもをもつ母親の約8割は専業主婦として
育児を行う６）ことから家の中で子どもと2人になる密室で
の育児状況の母親が多く存在し，母親の育児不安を助長し
ていると考えられる。
以上のような日本の現状課題から育児不安に関する先
行文献は，1980年前後から母子保健や精神保健，保育分野
でマタニティブルーズ，育児不安，育児ストレス，育児困
難感等様々なキーワーズで報告されていた。本稿では，母
親の育児不安の研究動向を把握する目的で，1983年以降
2016年5月までの間，国内外の文献のうち母親の育児不安
に関する文献を抽出して育児不安の研究状況を分析した。
Ⅱ 研究方法
１．研究デザイン
文献検索研究
２．対象文献の選定
文献検索サイトの医学中央雑誌Web ver 4，CiNii with
Full Text，で以下の検索を実施した。①医学中央雑誌Web
ver 4に掲載された1983～2016年5月のデータから「母親の
育児不安」のキーワードで原著論文を検索した。②Public
Medical with Full Textの1983～2016年5月に掲載された
データから「anxiety of mothers」のキーワードで検索し
た。③CiNii with Full Textの1983～2016年5月に掲載され
たデータから「anxiety of mothers」のキーワードで検索し
た。
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文献検索サイトの医学中央雑誌Web ver 4，CiNii with Full Text で1983年～2016年5月まで「母親の育児不
安」に関する国内外の文献の中，妊娠中からの母親調査，産婦，一般乳幼児・学童等の母親，ハイリスク児の
母親，妊産婦に関する文献を抽出し，母親の育児不安の動向を考察した。
医学中央雑誌Web ver 4に掲載された「母親の育児不安」のキーワードで原著論文349件，CiNii with Full
Textは「anxiety of mothers」のキーワードで355件がヒットした。
母親の育児不安は，長期入院治療を要する患児に関する論文から低出生体重児や出生後の健診時期，育児不
安の尺度開発，サポートシステムの開発での様々な立場から追究されていた。近年は，「母親の育児不安」と
同様に虐待された児の母親を対象とした育児不安の論文と低出生体重児の論文もあり，その動向は低出生体重
児などのハイリスクが増加している社会情勢に即していた。
（キーワード）母親，育児不安，虐待，原著論文
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３．分析方法
医学中央雑誌Web ver 4（1983～2016年5月），CiNii with
Full Text（1983～2016年5月）で検索された文献数から「母
親の育児不安」「anxiety of mothers」に関する原著論文文
献件数を概観した。
次に医学中央雑誌Web ver 4で検索された原著論文349
件，CiNii with Full Text「anxiety of mothers」で検索され
た355件について，文献の表題から研究の動向を概観した。
さらに検索された原著論文から，妊娠中からの母親調査，
産後うつ，生後時期による縦断研究，サポートシステム開
発，測定尺度開発，低出生体重児等子どもの体重比較に関
する文献を抽出して，国内外の文献のうち母親の育児不安
に関する文献を抽出し母親の育児不安の研究動向を把握
し，分析した。
Ⅲ 結果
１．国内における「母親の育児不安」に関する原著論文の
概況
国内の学術研究の動向は医学中央雑誌Web ver 4におけ
る「母親の育児不安」のキーワードでヒットした349件の原
著論文についてその表題を分析した。
分析対象文献の母親の属性を分類した結果（図1），最も
多いのは一般乳幼児・学童の母親を対象とした190件
（54.4％），次にハイリスク児の母親を対象とした91件
（26.0％）妊産婦を対象とした68件（19.4％）であった。ま
た，一般の母親の中では，乳幼児の母親を対象とした原著
論文が最も多く，文献総数349件中104件と総件数の約30％
を占めていた。ハイリスク児の母親は，低出生体重児の母
親を対象とした原著論文が91件中最も多く，文献総数349
件中41件と総件数の約10％以上を占めていた。その他にハ
イリスク児の母親の中では，病児が24件（6.9％），虐待児
15件（4.3％）と多胎児6件（1.7％）と障害児が5件（1.4％）
の論文がみられた。妊産婦を対象とした論文では，産婦49
件（14.0％），妊婦19件（5.4％）であった。
年次的傾向では，1985年以降，2003年が最も多い（図2）。
一般の母親の中では，2003年乳幼児の母親を対象とした原
著論文が19件と最多で，ここ10年間では減少していた。
2003年と2004年ハイリスク児の母親を対象とした原著論
文も9件と多かったが，ここ10年間は微少傾向にあった。
妊産婦を対象とした論文では，2012年が8件と最多で，同
様にここ3年間は微少傾向にあった。産婦の育児不安を産
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図２　「母親の育児不安」の原著論文件数の年次推移
図１　医学中央雑誌のキーワード「母親の育児不安」の原著論文件数（1983～2016年5月）
母親の育児不安の研究動向
後入院中から産後1カ月，産後18カ月と縦断的に調査した
原著論文27）の結果，身体的な疲労は入院中が最も産後の疲
れを感じ，疲労と混乱は産後1カ月，18カ月と上昇するとさ
れていた。
３．海外論文の傾向
CiNii with Full Textの検索では，キーワード「anxiety of
mothers」で355件の原著論文がヒットした。年次的にみる
と2001年以降の論文が195件（75％）あり，2006年が32件
（12.3％）と最多で，その後2007年以降は減少していた。論
文の対象は，ハイリスク児の母親を対象とした原著論文が
160件（45.1％）と最多で，その内訳は病児62件（17.5％）障
害児61件（17.1％）と大多数を占めていた。一方，妊産婦を
対象にした論文は85件（23.9％）であった。一般乳幼児・学
童の母親を対象にした論文は，110件（31.0％）でその内訳
は，乳幼児の母親58件（16.3％），乳児の母親29件（8.2％），
幼児の母親21件（6.0％），学童の母親2件（0.6％）であっ
た。2006年以降，一般乳幼児・学童の母親を対象にした論
文は1～9件であり，ハイリスク児の母親を対象にした論文
は2006年以降19件から1～9件に減少した。
４．「母親の育児不安」原著論文に関する国内と海外の動
向
母親の育児不安に関する研究は，1970年代からみられ，
1999年頃から増加し，①産婦から産後１カ月に関する研
究，②生後1～2カ月に関する研究，③生後3カ月，④18カ月
児など産後の時期での縦断的調査論文や海外論文は，⑤ハ
イリスクな母児に関する論文が多く発表されていた。国内
文献と比較して，ハイリスク児の母親を対象にした論文
160編（45.1％）が一般乳幼児・学童の母親を対象にした論
文110編（31.0％）より多い傾向にあった（図3）。
産婦から産後1カ月に関する文献７）では，初産婦は経産婦
より「親としての自信」，「自己肯定感」は低く，「生活
適応」，「夫に対するサポートの認識」は差がなかった。育
児技術の支援を早期に行うこと，夜間の育児技術の及び情
緒的サポートが得られるような環境整備が必要だと報告
されていた５）。
また，育児不安は「怒り‐敵意」と相関がみられ，内容
は育児の結果，自分自身への影響（夜眠れない，自由な時
間がない）があり８），出産で入院中や産後1カ月の母親に対
する心理的支援は，親になった後の他者から受ける肯定的
経験による再構築を助けるうえで有用であり，母親が気持
ちよく育児することが結局は子どもとのやりとりにおい
て肯定的な結果となると報告していた９）。
生後1～2カ月の乳児をもつ母親に関する文献10）では，出
産後2カ月までの初産婦は経産婦に比べ乳児の泣き声が何
を要求しているかわからず，オロオロした危機状態にあ
り，必要な育児情報へのアクセスができず，先の見えない
不安，情報から迷いが生じた母親は「母親として自信の揺
らぎ」 ， さらに必要な情報を選択できない母親は 「泣き
止まないことへの苛立ち」があることが明らかにされてい
た11）。
生後3カ月の調査では，産後の抑うつが産後3カ月前後で
ピークになること12）13），自分のための時間がないこと，子
どもの世話のために家事を思うように行うことができな
いことへの負担感14）も指摘されていた。
産婦の縦断的な育児不安調査15）では，母親の疲労や混乱
は産後入院中より産後１か月，産後18か月と上昇したと報
告されていた。また，18か月児の母親は，「育児・家事・
仕事の両立」「育児ストレス」が多く，外来受診をした児
の母親の6割以上に育児不安があると回答し，その内容に
は子どもの病気や育児に関することがあげられていた16）。
また，1歳6カ月児の母親を対象にした調査17）18）では，母親
の育児不安には，夫の育児行動と情緒支援が関係してお
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図３　「anxiety of mothers」の原著論文件数の年次推移
り，夫からの支援が得られていないと感じる母親は，社会
的視野が狭くなり，一人で育児をしているという不安感を
もっていると報告していた。
ハイリスクの児を対象とした「母親の育児不安」に関す
る原著論文の中で，低出生体重児をもつ母親は出生した直
後，NICUで子どもが気管内挿管や輸液をされている姿を
みて動揺し，ときには強く葛藤する感情をもっていた19）。ま
た，母親が退院した後に，NICUでの子どもとの面会では，
子どもの状態の不安定さや体重増加不良などに，自責の念
を感じていた20）。子どもの出生体重が小さいほど，あるい
は，入院期間が長いほど母親の育児不安が強いことが指摘
されていた21）～24）。NICUを退院した児の母親は，子どもの
体重が小さい，病気になりやすい，言葉が遅い，動作が遅
いなどの発育・発達に関すること，育児や栄養，将来への
心配事を抱えており25），「同じ悩みをもつ親の会の設置」
「NICUを退院した児の親の会の設置・参加」等を望んで
いることが報告されていた26）。
Ⅳ．考察
１．国内における「母親の育児不安」に関する原著論文の
概況と動向
産婦の疲労や混乱について，産後入院中から産後1カ月，
産後18カ月と縦断的に調査した原著論文27）から，身体的な
疲労は入院中が最も産後の疲れを感じ，疲労と混乱は産後
1カ月，18カ月と上昇し，この疲労と混乱は，単なる身体的
な疲労だけではなく，精神的な疲労も考えられた。初産婦
の母親が分娩後，子どもといる生活としてペースをつかめ
てくるのは，平均2.8カ月であるといわれる28）ため，子ども
の注視，発声，微笑といった行動により，児とのコミュニ
ケーションが可能となる時期は産後3～4カ月頃であり，こ
の時期は無料の乳幼児健康診査が行われている。産後3～4
カ月頃は子どもとの関係を考えると母親が子どもの性格
を解っていく時期であり，多くの文献がみられた13）15）29）~31）。
母子保健法の第1条で，実施が義務付けられている1歳6
カ月健診は，幼児期初期の身体の発育，心の発達が，歩行
や言語の発達など次第に二語が出始めてくる時期に行わ
れる健診であり，多くの報告がみられた17）27）32）~34）。
２．海外における「母親の育児不安」に関する原著論文の
概況と海外での動向
国内の原著論文と比較して，ハイリスク児の母親を対象
にしたoriginal academic article160編（45.1％）が一般乳幼
児・学童の母親を対象にした論文110編（31.0％）より多い
傾向にあった（図3）。論文の内容別にみると，母親の育児
不安は，母親の精神状態，子どもの健康状態，発達状態と
関連していた。ハイリスク児の母親を対象にした論文の中
で出生時体重に関する文献35）は，社会経済因子との関連性
から出生時体重36）に影響する要因は，43の要因があげられ，
主として子どもの性，人種，母親の身長，母親の妊娠前の
体重，父親の身長と体重，出生順位，低体重児分娩歴，喫
煙，低栄養およびに妊娠中の体重増加不良，母親の罹患状
況，マラリア既往歴，アルコール消費などと報告されてい
た36）。
産後はうつ病などの精神疾患がなくても母子関係に障
害をきたしやすいこと37），病児や障害児が生育環境の中
で虐待に移行する文献が多くみられた37）~41）。
３．「母親の育児不安」に関する原著論文の国内と海外の
動向
虐待に関する国内の文献が4.9％であるのに対して，海外
は3.1％であった。母親の育児不安に関する論文の動向と社
会情勢の関連をみてみると，国連による「子どもの権利条
約」が採択された1988年，日本国内においても「児童福祉」
から「児童家庭福祉」という概念が一般化され，育児や育
児を取り巻く母児の環境を背景とする母親の育児不安に
関する論文が増えてきた。1990年，大阪に「児童虐待防止
協会」が設置されたことを契機に，民間ボランティアによ
る虐待防止活動が全国に広まった。2000年には，「児童虐
待の防止に関する法律」の制定など，児童虐待は現在も大
きな社会問題とされている。虐待児の動向においては，親
の育児態度や育児に対する意識調査が増加し，リスクの高
い母親のスクリーニングなど虐待予防を目的とした研究
も行われている。虐待は世代間伝達の問題として重要な要
因になり，目の前にいる子どもに怒っているのではなく，
以前の加害者を子どもに置き換え，または虐待されていた
嫌な自分を子どもに投影し，自分を叩くように子どもを叩
いている子どもへの感情や養育態度は母親の被養育体験
の影響を受ける42）といわれている。また，母親の子どもに
対する愛着は虐待的行為に負の影響を及ぼし，親になった
後の他者から受ける肯定的経験により再構築されると報
告43）されている。母親の育児不安の心性を第1心性は，育児
への「自信のなさ・心配・困惑・母親としての不適格感」，
第2心性は子どもへの「ネガティブな感情・攻撃・衝動性」
であり，この2つは相関関係があり，育児不安そのものが虐
待へのハイリスク要因であり，育児不安をもつ母親への援
助は虐待防止に繋がると考えてよい44）と報告があり，医療
者は乳幼児健診で母親の育児不安や訴えを聴き，母親が相
談する内容を子育て時期に探り，夫や家族も含めた支援体
制を整備する必要がある。
Ⅴ 結語
「母親の育児不安」「anxiety of mothers」をテーマとし
た国内と海外論文の動向と内容を概観し，以下のことが明
らかになった。国内では母親の育児不安に関する原著論文
は1985年からみられ，海外では1983年からみられた。また，
育児不安に関する論文数は増加し，その動向はハイリスク
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妊娠や低出世体重児の増加など社会情勢に即していた。研
究内容別にみると，一般乳幼児・学童の母親に関する研
究，ハイリスク児の母親を対象にした研究，妊産婦を対象
にした研究に分類された。
母親の育児不安に関する今後の課題としては，育児への
「自信のなさ・心配・困惑・母親としての不適格感」，子
どもへの「ネガティブな感情・攻撃・衝動性」は夫婦関係，
子どもの状態，母親の性格と他のリスク要因を含めてどの
ような付加的因子が育児不安をもたらすのか，また，母親
が相談する内容を子育て時期によって探る方法の検討が
必要になる。
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Summary
This study examines trends in mothers with child rearing anxieties by extracting studies pertaining to surveys on mothers during
pregnancy, nursing mothers, mothers of infants and school-age children in general, mothers of high-risk children, and expectant and
nursing mothers from among studies in Japan and abroad pertaining to “mothers with child rearing anxieties” from 1983 until May
2016 in the following bibliographic search sites: Japana Centra Revuo Medicina Web ver. 4, CiNii with Full Text Using the keywords
“hahaoya no ikuji fuan” (mothers with childrearing anxieties) resulted in 349 original academic articles on Japan a Centra Revuo
Medicina Web ver. 4, and the keywords “anxiety of mothers” resulted in 355 hits on CiNii with Full Text  respectively.
For mothers with child rearing anxieties, there were various articles and research pursued from various standpoints: chronically ill
children requiring long-term hospitalization, children with low birth weight and the period of their medical examinations, the
development of metrics for child rearing anxiety, and the development of a support system. The number of articles increases as the
years go by and their trends are in line with social circumstances.
Keywords: mother, child rearing ,anxiety, abuse, original academic article
